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変革がはじまる時期にあたり
津碁釣りに関する制度の

釣りの世界にとって散動の一年余りでした まき餌問題、SOLASに よ

る港湾立入り禁止問題、バス問題、アユ漁病問題、内水面漁業の再編

成問題など直ちに対応が必要な重要事項を処理していくために、皆様

方」OFI大 阪の会員諸氏と、ゆっくり意見を交換する暇さえなかったこと

をお詫びします

当初、時代に適合した改革を標言己したにもかかわらず、なにほどのこと

も出来なかったことについても、反省するところ大なるものがあ|,ます

前記の問題の一部や、今後釣りに関連して発生するであろう諮問題に

関しては、先校開催した」0「I近畿地区合同研1ケ会において、水産庁桜

lf政和釣り人事ド弓官の講演に含まれており、皆さんもご水知のことと思

います

‐は、既要をまとめておくと「釣1)というあそび」が、いかにして社会的

な認知を受けるか そして、釣り人がいかなる方法で社会に貢献できるか

そのために釣り人に求められる「意識改革とはなにか」といった内容に

つきると8われます‐

つまり、自分たち力S楽しむための「釣り大会」や、「自分たちだけの価

値判Ltlrで行なわれる独善的なイベントJでは、社会の認知をうけることは

不ET能であり、むしろ環境や、精神文化の継承にどれだけの貢献度があ

るかが、社会全体で釣りを認知しそれを価値ある存在として受け入れる

ための、重大な要素ではないかと思っています:

わたしたちにとっては、釣りとは、生き甲斐であり、最大のよろこびである

わけですが、一方からみれば、自然の中に生烏、している無主物 (すなわ

ち国民すべてのもの)である魚を、勝手に採捕することを楽しんでいる一

群であるとの見方も、誠に不本意ながら存在するのだというわけです

魚食民族でないクト回や、一部の、あえて釣りを理解しようとしない人 か々

らみれば、そうなの力もしれませんt

だが、わたしたちは釣1)を捨て去るわけにはいきません―むしろ、民族の、

あるいは、世界の中でも貴重な文化として、継承すべき貴重なものなの

です

こうしたま識のもとに集まっていただヽヽたのが、いまの」OFIの メンバ
ー

なのだと信じています

さて、いま、水産庁主導で「遊漁施策寺研究会Jが開かれ、釣りの市」

度の見直しを論じられています そのなかではライセンス制度や、D_」法(ア

(」OF大 阪代表、全 日本

的'サ団体協議会事務理事)

メリカで行なわれており、釣り具に税金を課しそれを環境回復に充当す

る制度)などについての議論も盛り上がっています!最終的には、遊漁枕

貝Jの制定ということになるのでしょうが、まだまだ釣り人にそれだけの力は

結集されていないのが実情でしょう‐

しかし、こうした帝J度改革以前に、釣り人に基本的に求められている

のは、ごく一部の釣り人が犯してきた「得手勝手な行動Jと
「
社会常識と

してのモラルの欠如」が、非難されることになっています:いま、釣り人に

求められているのはそうした問題に対する「自浄能力の発動」ではない

でしょうか‐

はなはだす由象的ですが、従来の「自分たちの釣1)を楽しむ釣リクラブJ

と「JOFI」の相追点の最大のものは、その部分にあると思っています

きて、このたび「ヽ PO法 人釣り文化協会」を設立しました

上記のような目的を持って社会的に貢献するために必要な諸行庁か

らの委託事業を受けて活動するための受け皿としての法人です すで

に国土交通省出先機関の委嘱をうけて「釣り人の手による大阪湾の水

質調査Jを開始しています―今年度(8～10用)をテストケースとして、明

年度は大 的々に調査活動を展開する計画です:

また大阪市当局と話し合って、大阪港の岸壁の一部が釣り場として開

放される計画が進捗しています:海ばかりではなく、大和|||を源流から

再生する活動にも積極的に参加する計画です

たしかに、魚を釣り上げることをよろこびとしています 一方で自然環

境に最も近い位置にあり、環境の支微にここを痛めているのもわれわれ

釣り人なのです!

それを1とめるための諸活動に参画するための法人格が「釣り文化協

会」であり、JOFI大阪とは不即不離の存在であ|)ます 近く、改めて参画

希望者を募集するはこびとなりますので、ご協力のほど、お願いします ま

た、こうした組織について、質問、疑美等があ|)ましたら、わたしあてごi皇

絡いただくようお願いします‐

なにはともあれ、「公認釣リインストラクターの手による釣り人の地位確

立と向上」に向けて、努力を重ねる所存です「よろしくご協力のほどお願

ヽヽします

来田仁成
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お知らせ

みなさん.ぜひご参加ください!!

大和川河口祭釣り大会 ン23開催!
水質ワースト1だった大和|十の再生を期して5カ年計画が実施さ

れた その最終年にあたり大和||の河[1でハゼなどの魚が復活し

ていることを確認し、今後、再生計画の継続の資十1にしようという

釣|)大会が開かれます

」OFI大 阪ではこの「大和||1再生」の主旨に資lplして参加協力す

ることといたしました 大和||1再生の成果確認の意味で、できるだ

|十誘い合わせて参加していただくよう希望しています

また、釣|)大会の受付、審査、釣1)指導に役員として10名程度協

力することとしました―役員としてお手伝いいただけるかたは、各支

部役員または事業部長までごi皇絡下きい

<大 会概要>

■主催 大 和||1再生協議会 後 援 国 土交通省近畿地方警

備局大和||1可||1事務所

■日時 平 成17年9月23H十祝)朝6時半から8時半まで(小雨決行)

■ 場所 大 阪市住之江区
｀
r林町 大 和||1河口右岸(大阪側)

「いこいの広場」(阪神高速道路i弯岸線大和|1橋下)

■ 対象魚は ,ハ ゼの部(給室量)()他 魚の部(l FE長寸)

l lジュニア賞、レディース賞、シエア賞もある:(参加者全員を対象

にお楽しみ抽選会で賞品多数を用意)

■ 特別ゲストとしてTV「釣1)ロマンを求めて」の高精哲也、児島

玲子氏も参加

■ 「大和||1河回祭J 釣 り大会の兵彰、抽選終了後、朝10時か

ら11時まで回i交 通大臣も列席して「大和|||ストリート陶版画除

幕式_続いて「魚のつかみどりJなどの行事もある

畿 4綴

」OFI大阪i催 、ヽヽ
ヤ
Fヽ世界釣1,f里問協賛の

~第
2回大阪市民

釣り大会・釣り教室」は9月25日に予定通り大阪南港で実施します‐

釣り教室のかたわら、現在、釣リインストラクターの一部の方々

にテストケースとしてお願いしている「釣り人の手による大阪湾の

水貿調査Jを、明年度にさらに大きく展開するための「水質検査

WFW世界釣り週問「第2回大阪市民釣り大会・釣り教室」 9/25開 催!

と大阪治の環境知識研修会」をあわせて開催します できるだけ

多くの方 の々参加をお願いします

なお11月初旬には、大阪北港で、釣|)場として開放を予定され

ている地域で、JOFIメンバーを対象に試し釣り会を開く予定です

昨年まで泉佐野食品コンビナートなと
ヾ
で行なっていた大阪府民

海釣り大会を取りやめ、「親子マス釣り教室Jとして、10月2日、朝9

時から、大阪府下河内長野市小深の里マス釣1)場で開く参加は

親子ベア80組に限定し、参加費は、1ペアで1.500円(入川十1、エサ

のイクラ1′ウクつき)として開催する.参加希望者はあらかじめエ

大阪府民釣り大会はイ球里で「親子マス釣り教室」 10/2開催!

ントリーが必要(連絡先td 06 6531_0987大阪釣|)具協同組合)

」OFI大阪では、前記の海釣り大会に受付、審査、などの役員と

して協力することにして、すでに申し出を受け付けていますが、大

会等の形式が大きくかわるため、再度調整しなければならなくなっ

ています 海釣り大会参加希望者は、再度ご連絡下きい

JOF10SAKA



赳郭町OFI兵庫結成
7月10日、神戸市中央区において「兵庫県釣|)インストラクター連絡機

構 (JOFI兵庫)」の設立給会が開かれました 全日本釣り同体協議会

公認釣リインストラクターによりi善成される連絡協議会は、兵席県が木

結成で、暫定的に」OFIttFFkに所属して活動されることが多い状態で

したが、5月に開かれた釣リインストラクター近畿地区研1ケ会の席上「JOFI

兵噂支部 設立準備暫定実行委員会」を立ち上げ、森光幸代表ならび

に高橋事務局長の呼びかけにより、県下釣リインストラクター60名余りの

管同を得て、急還設立の運びになったものです 給会に続いて懇親会

が開かれ、あらたに参加した磯釣り関係団体所属インストラクターも加わっ

て和気講 の々内に幕を閉じました

<」OFI兵庫事務局> 6512137兵 時県神戸市西区主,十町出合

1981306 フアーストタイム内 telo78 961 0739 fax078‐925、13()S

県 下インストラクター諸氏の積極的な参加連絡をお待ちしています‐

鮮 ほっといたらあかんやん賂緊畳蟹R婆盤鎌魏局神戸繰空港飾調寧獅
「大 阪 湾 フ ォ

ー
ラ ム 」  協

オ

森蟹要見尖瀧 晦 儒 査婚【雛

推進無

[大阪湾の環境モニタリング調査を釣り人の手で進めよう1]

2月26回、長居公園にある大阪市立自然史博物館にて「ほっといたら

あかんやん1大阪湾フォーラ″、」が開かれました

開催fllR旨は、1大阪湾に関係する市民団体等の交流と連携 2市 民

参加型環境モニタリングネットワークの形成

昨年3月に同じ二催音で「みなとの環境シンポジウ″、in大阪Jが開か

れましたが、その時に全釣り1れ来田専務理事1本会代表)は「釣り人が

はじめて回から意見を聞いていただく機会を得た」と延べました:環境

開発に際して市民の役割が大きくなっているということです 2年日の今

年は大阪湾全体の様 な々自然環境を観察する団体や PヽO、研究機関

に広く声をかけて、できるかぎり大きな規模でネクトワークを作ろうと呼び

かけました:

参加団体は、近木チ|1流域自然大学研究会、クリーンアップ関西事務局、

西た自然文化協会、大阪府立大学農学生命科学研究科、須磨海浜水

族園、男里|||の千潟を守る会、兵庫県立人と自然博物館、大阪私立大

学、大阪府立水産試験場、大阪市立自然史博物館などと、そして私た

ちの大阪府釣リインストラクター連絡機構です:

朝10時から夕方4時までにわたって交流のための時間をとりました

釣1)人組織からの提案として、束田代表より「lFR称
｀
大阪湾釣り場環

境ネットワーク
"の
構築に向けて」という発表が行なわれ、「大阪湾見守

リネットワーク」の提案が行われました,アジの回遊状況、珍しい魚の釣

呆状況、青潮などの発生状況などについて調査し、それを今後の環境

開発の参考資料として役立たせよというものです

今年度にその第1回の「環境モニタリング調査」を行なうことも発表さ

れました!

第2回は18年2月に須磨水族館で開かれます

奏蓋1灘
■やギ靴

鮮 漁業法「増殖の義務」について
検討されることになりました

(社)全日本釣り団体協議会(水産政策審議会特別委員・束田仁成)は、

平成17年2月8日午後2日寺から、農林水亡省特別会議室で開かれた、資

源管理分科会で、下記のように漁業法の第5種共同漁業権の一部改訂

について提案しました

環境省の特定外来生物校害防止法の特定負種にオオクチバスその

他がリストアンプされることについて、会合等が開始されて以後、具体的

な運用管理の方法について、まだ話し合いは一切行われていません―し

かし、私たち釣り人の関″亡ヽは、もともと指定の有無よりも、これから内水面

の釣りがどのようになるかという問題にあったはずです!漁業権魚種に

指定されている魚も、そうでない魚も、釣りの対象である魚も、そうでない

魚も、人 の々営みを含めて、これからの厳しい時代をどうして共存してい

くかを考えることが、本来の最も大きな関フはヽ事であるべきです このことを、

全ての釣り人が真奈1に考え、行動することが「自然の中で楽しみを享受

させてもらってきた」我 釣々り人の義務ではないかと思います

内水面の釣りは、現在の漁業法が制定されて五十六年間、増殖義務を

根幹とした漁業権によって運営されてきました しかし、この時点に至り、増

殖義務ばかりではなく、すべての水産資源について、維持管理が必要で

はないかと考えるに至りました そこで、この度、水確政策審議会・資源管

理分科会が開催されるのを契機として、漁業法第八章第百二十 L条の

一部改訂につき、検討いただくよう提案させていただくことにしました ガ(

産行政、内水面漁業協同組合、釣り人はもとより、広く回民の皆さんにとも

3JOF10SAKA



に
~新
しい内水両の秩序Jに ついて、考えていただきたいと念じています

<提 案の内容>

内水mi漁業における'W肘義務に関しこ"1対のお取い

平成lT午2'ハ11

よ,た政化杯議会4,別客と1、|千に,令 1本拘1)IH体防議会Ⅲ務メl Jr

末|1111成

漁業iよれべ■ 内 水市1純業第r「11し 条十"J水由|におtヤられ/「ホロ(可汀1業の化

Ⅲllに1亡|!1きれてぃる、fl米免声11の条11としての サWhれ夫材 に
ンス、て、内水mi汀1たが

現れ!わかれている状f壮に錦ム、 H把 生|!をご1究刊( たヽだきたく、お惇Hい中し||デます

油業法 冷 ′、Ⅲ 内 水milfr来

(内水的に才jt iられ |「和共Ⅲl漁業のをi十1れ i llと 終  |メ寸水山|におtするわ′i和F

サ(Ⅲl漁業は、11,句水巾iが水it動郁!物の1拘1に'芭しており、1つ、ヽ 該江R業の化許を

受けた者が
Hi“夕内ホ山十において水)と動h“物の11性をする場イドでなけれは、化高1として

はならない

故キ!例1水亡fitいを11巾する、あるいはその相t持付メ1をそiう 場 イトでなけチLは、免111

してはならなti

!参考1逆t恥ri lし 条にいうと中白上の“帥Hについて 人 liフ;、化炊流、Ft品または批1(

及流、1741111床地成なと
・のような「☆極的なア、ん子段によ1)、収礼げ)||1的をもって水ll動仙

物の敗及び、個体の占を ,1加|せしめるイ!るをいい、その場合、人ろ手段については、主

備のように投F耳、曝気十げ)lj度の付メlttf党を要求するものではないが、中に汀4共、】4法、

漁別及びポ1,1物の制限火は禁ILな上
・
の油竹モ的な行/)に|にまるものは含まない |‖H和|

益ltl ll歓)|1水オ iモ油政キじit l

改訂のご検討をお願いする理由

内水品iにおけるjtt Xlにflとして、ホ城環生のど化手にともなうれtl〔It(ホ1のAk少、クト

オtI(tllの′liフu tttri人など敗多くの1対処がた′liしております さらに、カワウ松十、コイヘ

ルベス)'i、アユ冷水抗牛の|ヤ巧て四も加|わって、打1業fflすti柿のみな',す、水tヤiいすべ

てか大きく減少する危機的な状i壮にド!かれています ことに'lllir子手の 水 取では、クト

末11統寺漁業14rす11柿)■ウトに′it旭、するユ|(11の村w,にイメ てヽは111liの1対処として、十1会

的な夕求が政まってお1)ます 内水山1の池場竹j111に1中心してこfサしたポ1業対[イト十で

も、ⅢⅢⅢじの「lF位共材 による情叫!のみでは対靴を伴うとして、1飛塊|あノ」々t ilきまさまな

)形態で脇力令||を徴収し、既に、水蚊環ltの村tす十、付lflに充
｀
町しているlrlは枚本にH桜

あ1)ませた このようなす|とに鑑み、浄米法特向 !|し条において、11位に加|え、雑!廿キヤ

岬のJltを付キとしていただき、これによって新たな私けを形成し、lth業協J約1合、釣|)愛々「

拓か相1脇力して水)士ヤtiいの縦す手、↑ナ甲ti'持すため、との 部 政 |をご1究;ltどただくよ

う、お願いする次れです 夕ヽ木14(fTの′li地蚊か、llL niのように秩序なく1広入したことに

ついて、的r)人としては不本きであり、さらにそ」)要因か、釣り人のスにム|される十L会的

な(潮は、キRな釣1)人にとっては誠に出はなユi「ほです しかし 'すで、す匂f)人、ことに林

い午怖llの対象魚和の1面1れ観も、lFn業法が竹しとされたⅢl時と大きく共なってきてお1)ま

す li記のように、Ⅲと'こに明けした法の改11かり〔施されたとき、釣1)人は、llたlt合牛のi岳

多力に|あ力し、水,it海の紅すすや水上党環境の|1令i千"力1,に対しlil ttn切なイ党Ⅲけをオtたす

)イイ,です

この提案は水産庁の諮問機関である「水産経済学界」にて、現在検

討されています

鮮 平成17年度近畿圏
「釣リインストラクター研修会」
釣人専門官桜井氏と語ろう!

講師:桜井政和氏 (水産庁沿岸沖合課釣人専門官)
日日寺:平成17年 5月15日 (日)10時～12時

於セューマンアカデミー大阪校/主 催:全日本釣り団体協議会

運営:」OF I大阪

釣人専門官桜井政和氏を迎えて釣リインストラクターの研1ケ会を開

催しました 今 回の講義は「釣りと行政」「釣りをめくる状,壮J「釣り人

の対応方向J「釣りの未来と 現 在の釣りの社会が抱えている問題を

分かりやすく教えていただきました インストラクターとしてのフはヽ構えや、

今後勉強していかなければならな

い方向が各自見えてきたよう|ユ思い

ます !釣人専門官としての仕事の

範囲をお聞きすることができ、たい

へん″亡、強く感じました また、今回

の研修会には大阪府環境農林部

水産課の森政次課長にも来ていた

だき、大阪湾の現場のお話も合わ

せてお聞かせいただき、たいへん

有意義な研1ケ会とな|)ました あり

がとうございます
大阪府水産課の森政次氏にも
お話をいただきまと/た

水産庁釣人専門官桜井政和氏

なお、釣人専門官の仕事には、釣り人からの意見・情報等を収集す

ることが含まれており、そのためのメールアドレスが開設されています

ので、紹介して下さいということでした。アドレスは、turibito iken@

nm.maff.go.jpです。他に電話・ファックスの連絡手段もあ'ブます

のでご利用下さい。

(tel.03‐3502‐8111内線7209/fax,03-3502-7768)

4 JOF10SAKA



r平 成17年度JOFI大 阪「定例総会」経秘解脳晃
甜/―14R争

インストラクター研1ケ会を終えた後、午後から

平成17年度・大阪府釣リインストラクター連絡

機構定例結会」を開催しました

今回の議事は、事業、広報、会計、役員の件

だけですので早 に々承認をいただきました

今年度の新役員のみ紹介します

北大阪支部・支部長「戸伏英夫J(宮 内氏

夕じ去にともない変更)

京都南支部・支部長「甲斐清人J(山 田氏

引越にともない変更)

他の役員は平成16年度から引き続き留任し

ています:

平成17年度事業計画書
(平成]7年4月1日～平成18年3月31日)

【」OFI大阪 本 キほ事業・協力事業】

05月 15日「平成17年度JOFI大阪定期総会J

「平成17年度JOFI大阪会員懇親会」「釣'サイ

ンストラクター研修会」

05月 19日「奈良県の漁場環境を話し合う第2回シンポジウム」主催:奈

良県漁業協同組合連合

08月 25日「大阪湾稚魚放流事業協力」主催i日本釣振興会・大阪府

釣り団協議会、枚流場所i大阪湾
一帝

(∋9月25日「2005WORLD FiSHING WEEK」 APAN・JOFI大阪主催

大阪市民釣り大会・教室」場所:大阪住之江区南港釣り園

010月 2日「大阪府ファミリー釣り大会・全国一斉釣り場清掃デー協力」

主催:日釣振・大阪釣具共同組合、場所:泉佐野食品コンビナートふ頭

一帯

011月 「JOFI大阪・会員研修会J意見交換会勉強会

◎11月「平成17年度釣')インストラクター講習・資格試験協力」主催|

全釣り協

02月 2～5日「2006FlSHING SHOW OSAKA協 力」主催1大阪釣具

協同組合

02月 「ほっといたらあかんやん第2回大阪湾フォーラムJ主催1国交省

近畿地方整備局神戸港湾空港技術調査事務所

式 Ⅲ―――

【」OFI大阪 支部・個別事業】

“⊃「第19回淀川わんどクリーンアップキャンペ
ーン・後援J17月開催 )

主催:LOヽ
ヤ
E淀 ||1遊実行委員会、国交省近畿地方整備局淀||1河|1事

務所、(財)河|1環境管理財団、ラジオ大阪、場所1大限市旭|【大阪工

大裏淀川河川敦

“∋「第8回和東町社会教育講座・釣り教宣」(日程未定)京都市支割;

事業、主催:和束町教育委員会

の「八幡市フィッシング教室」(日程未定)京都南支部事業 主 催t市

教育委員会

〇「第11回泉佐野市民海釣り入門教室」(日程未定)主催1市生涯学

習センター、実釣場所t海南市マリーナシテイー海釣り公園

09月 24日「寝屋川市親子ふれあい釣り大会J北河内支部事業、主催:

寝E川 市スポーツ少年団

⑤「第9回日本ボーイスカウト釣り章講習・考査会」(日程未定1上催|

大阪連盟なにわ地区進歩委員会、実釣場所:山甲町淡輪ヨットハータヽ一

0「大東市野崎青少年教育センタ
ー釣り教室」(7月2日9日16

日17日、9月18日)主催:市教育委員会他、指導場所!野崎青少

年教育センター

(D「近畿日本ツーリスト釣り教室J(4月6日20H、5月18日、6月15

日29月)主催!クラブツーリズム

0「バリアフリー障害者釣り教室J(未定)泉北・泉南支部事業、

主催ぺPOみ らいず

o「大和||クリーンアップキャンベーン参加」13月5日)i催 :大

阪府土木部河川管理課、流域各市町村、建設省近幾地方4_■

設局
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r奈 良県漁連「第2回シンポジウム」

5月19日、奈良県大和高田市にて、奈良県漁連主催第2回シンポジウム

が行オ9デばした 『漁連の将来を考える! 天然アユの復活と管

理バス釣り場を提唱します!』と題し、日本の内ガく面漁業の問題、特

に、バス問題に関″亡モ寄せる方に注日されるものとな|)ました

今回シンポジウムで話された各先生の意見を要約します

⑥本田仁成 (全日本釣り団体協議会専務理事、本会代表)の意見

「外来魚の問題は、広まった1寺点でのコントロールミスが最大の原因 もっ

と早くに法による帝」限ができてもよかった=もうひとつには、釣り人に自浄能

力を働かすだけのセンサーがなかったこと,これは誠に申し訳ないi釣り人

の中に意思統 ‐する方法がなかった:暗黙のうちに拡大が進み、釣り人

によるルールづくリカS行なわれなかったこと、それ力S世の中に責任を問われ

る最大のことだと思う―そして今回の規制i移動・飼育はいけない―でも釣っ

てもよい!キャッチ&lサリース禁止はなじまないから問題にしたいというスタン

スで、環境省としての取扱いが決まった!それはそれで結権だが、すでに

滋賀県では〕ブリ禁条例が行なわれている.リリ禁については私的な思いも

あるのであまりふれたくはない力S、しかし、滋賀県の釣り人力S新しいルール

を作ろうと言い出せば、リリ禁とはまた違う新しい秩序づくりはできるかも知

れない 池原ダムでも同じで、合法的な形でバスを管理しようと思えば、漁

業権魚種に指定して環境省にうんと言わせることだが、それが難しいのな

ら、別の考え方で、魚への代金ではなく環境への管理料を支払うことだ‐

池原ルールを作って、1匹も外へ出さないよということをみんなできちんと守

ればすむのではないか,それ力S釣り人の自浄能力を働かすことになる:一

種のライセンス制度を釣り人自身が提唱することが 一番よいt釣り人自身

がまとめ上げて社会的に認められるようにしたい 」

◎丸山隆先生 (全内漁連外来魚等対策委員会座長、環境省特定外来

生物オオクチバス小グループ会合委員、東京海洋大学助手)の意見

「(池原ダムが漁業権魚置に申請したいというが)ヨ湖については前の法

律で認められたが、しかし今は新しい所は認められない「制度的に今はそ

うなっている.この問題の根っこにはブラノクバスのブームカSある:芦ノ湖は

唯一そのブームに何もしなかったから問題がないと言える!私自身の基本

的姿勢は、外来種ではなく在来種「そして、在来種が生きてゆくのにあまり

にも障害になるのがバスとブルーギルである.だから規制する必要がある

極力在来種を元のJ大態にするのが目的だ:障害となるものが、いつどこで

日時:平成17年5月19日十木)/於 :大和高国市

どういうふうに起こるのか、誰も分かるはずがない だからけ曽殖を伴う魚逓

認定は)認めてはいけない 」

③中井克樹先生 (環境省特定外来生物オオクチバス小グループ会合委

員、滋賀県立博物館学芸員)の意見

「特定外来生物に指定されたとしても全Fl一斉になくなることなど考えられ

ない ″之ヽ要性、緊急性、反社会性などを考慮して行なわれる 当然、利用さ

れている場所への配慮がある:表立っては言えないだろうが、ダム湖であっ

たり、山の上の湖であったりすればしばらくは今まで通りの状態が続き、生

物多様性に問題のある所から順にということになる 私が気になるのはフ

ロリダバス「池原に入れられたのは知っているが、と色にも居る これは流

下しているということ:三重県では大又|1漁協が唯一バスの投害を申し出

ているが、同じ水系にあたる.バスをどこまで管理できるかというと、これは

かなり重いハードルではないか 1長野川水系の一番上のダムだけに、流域

すべての合意を得ることも″どヽ要 地元だけでよいというものではない.厳し

いようだが、今の十」断としては、予防的な制度の中でやってゆくしかない

少なくとも池原ダムの利用という中で、ゆるやかにソフトランディングすること

今ある状況から次の場所に行くまでには時間もかかる J

これらのご意見をお聞きして、シンポジウム後の記者会見で飯田正会長

カギ、「ソフトランディングという言葉を聞いて見えてきたような気がする」とまと

められました:池原ダムの置かれている立場と今後の方向性がこのシンポ

ジウムで見えてきたことは、非常に意義深いことだと思いますt

鮮 NPO法 人「釣り文化協会」が発足しました
平成17年6月22日、NPO法 人「釣り文化協会」(理事長=末 田仁成)

が大阪府の承認を得て正式に発足しました,

この会は、基本的には釣リインストラクターの有資格者を会曇とした

組織として活動します―活動内容には、主として、無形釣1)文化の伝承

(釣り精神・釣リマナー、釣り技術の伝承)と自然環境保護活動があり、

インストラクター活動を支援する組織という役争JをすHっています

地方自治法の改正により平成18年度から実施される 指定管理者

制度」を見据えて、釣り人組織の法人化の必要から準備し設立したも

のです 程、たちが活躍できるフイールドを増やし、世の中に貢献できるボ

ランティア活動を続けたいと考えていますt

釣り人組織としては、社団法人全日本釣り団体協議会に正会長団

体として登録をする予定です 基本的に会費は無料ですので」OFI大

F「kの皆様には会員登録をお願いいたします

問合せ及び申込先:NPO法人「釣り文化協会」本部 大 阪府東大阪

市中小阪1丁目5‐20 宋田仁成(tel.06‐6729-9485/fax,06‐

6729‐9457)
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鮮 淀 川

“

わ ん ど

"ク

リ
ー
ン 大 作 戦 報告 蝦 昌夫砒 加 支掴

7月lS日、あの日、はれ 大阪市旭区た||1河1軟 城北ワンド(大阪可1大

実)にて、19回目を迎えるクサーンアップキャンペーンが開かれ、」C)Fl大に

から9人が参加しました 108寺にステージで企画の説明力fあり、10時半ご

ろ清掃とゴミ集め開始.各自手袋とゴミ袋2枚を持ってワンドに入|)ます

回】又ゴミは大きなものでは自転車、単車、タタミなど!釣人のゴミではテグス、

ワーム寺が多かったです 毎年参加しています力せ、ゴミは少なくなってい

代鶴

るものの「まだまだな

くならなt なヽ」とィ]tヽ

ました この催しは、

主催 =LOヽ
ヤ
E淀 |||

遊実行委員会、l l l

土交通省近畿地方

整備局淀 ||1河||1事

務所、財団法 人河

|1環境管理財回、ラ

ジオ大阪により実施されています 一般の参加者のほかに私たちの同

体や、ボーイスカウト、ガールスカウトなど200人くらい参カロしました

」距キ釣り教室をやつてみて
平成 16年の夏頃に近畿日本ツーリストの関連会社である

クラフツーリズムにいる私の矢□人から炊頼があり「初心者

がらの釣け」というテーマで釣り書夕室を5き 受けることにな

りました.以来 16年 10月より月2回で3ケ月'コ ース1奇数

□が教三、電数回が現地実習)、17年3月には現地1ヨ実習

17年4月より3ケ月のコースを実施してきました。まだ、受講

者は8～ 4o名程度と少人数で、ほとんとが中ヨ年の女性で

すが、格構ヤル気のある方が多く 毎回木□気あいあいと楽し

<や っていまづ,もとtと X■lがこの:彗を受ける気になったの

は、現在のJOF大 阪の構成員の規模からして 釣りを教え

報告:三木ltt司(北支部)

るという活動の機会があまりにも少ないと感したからです。

釣りを教える機会をもっと作って、これまで活雪t般会のながっ

たインストラクターにも積極的に参殉□していたたくためには、

ある程度継続的に行える数室をもっと増やすことが必要て

|よないかと考えたわけてす。そういった意味で、後に続いて

いただける方への道筋をつけようとフロンテ/ア精神で日々

がんばっているのですが 現在のところ 交遅費その他の必

要経費を捕出するたけて毛糧
一打の状寺てす.ボランテ/

アとは言え、せめて実費●二いほまかなえる状善にしてSき

継きたいと思うのですが いう0こ とになる十を|?
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鮮 モニタリング言番習会 鏑槌鷺描品懲嶽ン 裡交選職地濯鯛

かねてより準備していました大阪湾の環境チェツク(国土交通省近畿地

方整備局との協力事業)を、s～9月の2カ月間に実施することが決まり、

」OFI大阪の会員を対象に「モニタリング講習会Jを開催しました 参加者

は(=Ⅲ名 この事業は国戸地方白治体が一体となった「大rlt湾再生行動計

画」の一貫として行なわれる「大rFR湾再生のためのモニクリング」の初め

てのアクションで、末田代表を中′じヽに進めている事業です 初めてのことで

もあり、大阪府水亡試験場・鍋島氏に調査項目と具体的な調査の仕方を

教えていただきました!塩分濃度計の作り方、底の水温の測り方を教えて

いただき、また表層におけるPII調査、底層におけるDO(溶 存酸素量):同

査が何故重要なのかということもお聞きしました 釣りにおいても非常に興

味深いお話しもあり、たい

へん有意義な講習会でした

ありがとうごさヽ まヽす

崎港と甲子園浜で2度にわたり青潮発生 |ン等鶏轟
ぶ月25日早朝と9月7日早朝の2度にわたり、十亡山奇港付近～「F子園浜にか

けての一帯で「青i朝」が発生しました いずれも台風前の北風がきっかけ

です 釣|)インストラクターのみなさんの調査で、すでに8月初旬から予兆が

出ていました:

釣り人がチェックした予兆=1海 底の溶存酸素が2～3%と低かった/

2水の透明度が高いが、やや黒つぽい澄み潮状態/3魚 の泳ぐ層が浅

い/4表 面を点が泳ぐ/5魚 の釣れるタナが浅い/6胴 突きの脈釣り

で探つてもなにも釣れない/7夜 釣'ブが不振、特に夜になって浅場に出

るはずのチヌがいない/0イ ガイが落ち始めた。/0表 水温が下がつた

青潮が発生したき=かけは、台lHRの引き風で北北束の強めの風が続い

たので、尼崎港に相り下げられていた水深20nlのli路梅に梅雨のころか

ら次第に停滞していた無駿素状態の潮が水面に上がってきたものです

青潮の特色として、海氏の無酸素状態でへlA Bから発生した硫化水素

の結晶が含まれてお1)、白く濁りを常びた言い潮にかわ1)ます

海辺の生物は、コンクリートケーソンの照t)こみ

による高温化と、水の中の酸素欠乏によって弱っ

ており、イガイの層が落ちたり、カニが死んだ十)しています

他の地域でも、青潮まで至らずとも、イガイの落下によってチヌの落とし込

みはシーズン終了となるわけです

青潮は西風にかわるとともに解消しました力S、海辺は死んだ生物のため

悪臭が漂っており、特に子潮時はひい 状ヽ態です

青湖は大阪i弯の海の環境の劣化の証拠なので、この解消のためまず

調査を行い、不必要な航路筋の埋め立てなどを提案するのが、釣り人の

姿勢ではないかと思われます

これからも、北寄りの風が吹けば阪神間で、北束なら泉南側で青削が発

生するおそれがあ|)ます|ただし、泉南、泉北では、ことしはまだ青潮は発

生していません

釣り界の新しい動きは、こちらをご覧くださtヽ

WWW.Zenturi―jofi.or.jp
(社)全日本的団体協議会のホームページです タホ来魚問題や沿岸の釣|サなど、釣り行政の動きを日々 捕らえて

全釣協としての姿勢、釣り人としての対応等についてまとめています。

釣り文化協会の本質検査活動などは文化協会のホームページをご覧下さtヽ

http:〃www13.ocnene.jp/～newturi/
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③原稿募集 (締切は12月25日です!)
Ⅲ事業報告 各 支部事業は支部長又は副支吉ほ長がまとめて下さい、本部事業は事業部長または事務局、各副代表で

まとめてください

2,自由テーマ 釣 り人と社会の間わり方、釣りの将来に向けてのご意見、釣',マナーに関すること、私の主張、また、国

や釣り界の動きにつぃてのご質問など記事を宴集しますt

各テーマ1200字程度の原稿でお願いします―原稿用紙でも便せんでもワープElでもEメールでも、どんなものに書いて

いただいても結構です!あなたのご意見をお待ちしています なお、記事用写真 筆者の写真等をできるだけ添付下さい!

送り先は、UOFI大阪広報部=大 阪市北区天神橋3‐815,301株式会社フィ:/シュマン宛モファックスやEメールでも結

構です rax=o663584445Eメ ール=i shrnan@「8 d on nelpi会員への原稿依頼は出しませんので以上よろしく

お願ぃします

JOF10SAKA


